
建設発生土情報交換システム
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建設発⽣⼟情報交換システムは、公共⼯事等を対象に⼟を出したい発注者、⼟を必
要としている発注者に対し、相互の情報交換の場をオンライン上で設けたシステム
であり、平成１１年度より運⽤を開始。

搬出情報

搬入情報

搬入情報

搬出情報

情報を共有

〔土量情報〕

・工事の概要
・土の搬出・搬入区分
・土質
・土量
・発生時期（土工期）
・連絡先

●予定される工事（事
業）から適用し工事
完了までフォロー

特徴など

・最新情報を共有

（リアルタイム）

・いつでもどこからで
も利用

・位置・ルート表示、
距離算出等のGIS
機能を実装

・リサイクル率算出等
の集計

・「公共工事土量調
査」に対応

発生土システム

JACIC

工事発注者

※ 工事実施に伴う情報の修正は受注者でも対応可能

工事発注者

A

B 建設リサイクルの推進

土を出したい！

土が欲しい！

対象
拡大

建設発生土の有効利用にむけた調整範囲の拡大

対象
拡大

建設発生土情報交換システ
ム加入機関

【公共工事土量調査】
（公共工事及び一部の民間公益工事（電力、ガス事業者等）が参加）

【建設発生土の官民有効利用試行マッチング】

●民間工事
（民間公益工事以外の民間発注工事）

従来の有効利用マッチン
グの情報交換の範囲

官民有効利用試行マッチ
ングの情報交換の範囲

建設発生土情報交換システ
ム未加入機関

※システムを活用したリア
ルタイムの情報交換

※工事リスト等活用した情
報交換
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建設発生土官民有効利用試行マッチング

①土砂の搬出情報 / 搬入情報の登録

②相手先候補の情報入手
・情報交換専用ＨＰを介して入手

④マッチング結果の登録

工事間利用
受入地搬出
/ 山砂等利用

個別調整が合意
に達した場合

個別調整が合意
に至らない場合

●【公共工事】：既存調査を活用
・『公共工事土量調査』として実施

●【民間工事】：新規
・『民間工事土量情報提出表』により情報登録

③個別のマッチング調整
・ＴＥＬ等により個別調整を実施

必要に
応じて、
繰り返し

実現 実現せず
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搬出工事
【民間工事】

搬入工事
【民間工事】

土が欲しい！

これまでの有効
利用マッチング
の実施範囲

搬出工事
【公共工事】

土を出したい！

搬入工事
【公共工事】

土が欲しい！

情報交換

情報交換

工事間利用

土を出したい！

民間工事間で
利用実現

官民有効利用マッチングの
実施範囲（民間へ拡大）

官民工事間で
利用実現

官民工事間で
利用実現

公共工事等

民間工事

■これまで公共工事間で実施していた「土量情報の交換」を民間工事に拡大）

建設発生土官民有効利用試行マッチング
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トップページ ダウンロード画面

１クリック！

『見たい』

入力

建設発生土官民有効利用試行マッチング

【搬入工事】

開始 終了

1
千葉市都市局 千葉県千葉市美浜区

搬入 2017年11月 2018年01月 第２種建設発生土 1,840 043-245-5800
建築部営繕課教育施設第
二班

鈴木

2
関東地方整備局千葉国道事
務所

千葉県成田市
搬入 2016年07月 2017年03月 第１種建設発生土 20,000 043-285-0000

工務課 佐藤

3
千葉県旭市 千葉県旭市

搬入 2016年11月 2017年03月 第３種建設発生土 4,000 0479-62-5300
総務課地域安全班 中村

4
千葉県安房農業事務所 千葉県鴨川市

搬入 2015年10月 2018年03月 第２種建設発生土 135,000 04-7092-5600
鴨川地域整備課 山田

5
株式会社仲潮組 千葉県夷隅郡大多喜町

搬入 2016年10月 2016年12月 第3種建設発生土 8,000 0470-82-2600
工務課 佐々木

土量 (m3) 連絡先搬出入区分
土工期

土質区分施工場所No 発注者名
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【搬出工事】

２クリック！
『土がほしい』

開始 終了

1
関東地方整備局千葉国道事
務所

千葉県千葉市中央区
搬出 2016年08月 2017年03月 第１種建設発生土 1,300 043-285-0300

工務課 佐々木

2
千葉県銚子漁港事務所 千葉県銚子市

搬出 2016年04月 2017年03月 第３種建設発生土 10,000 047-922-6500
工務課 田中

3
千葉県葛南港湾事務所 千葉県船橋市

搬出 2016年09月 2017年03月 第２種建設発生土 3,000 047-433-1800
建設課 山下

4
千葉県船橋市 千葉県船橋市

搬出 2014年10月 2019年09月 第２種建設発生土 12,000 047-436-2400
環境部クリーン推進課ご
み処理施設整備室

佐藤

5
関東地方整備局千葉国道事
務所

千葉県成田市
搬出 2015年04月 2017年03月 第３種建設発生土 40,000 043-285-0000

工務課 鈴木

施工場所No 発注者名 搬出入区分
土工期

土質区分 土量 (m3) 連絡先

建設発生土官民有効利用試行マッチング



試行マッチングの実現事例

■H30年3月末時点で、14件、14.9万m3 のマッチングが実現。
土

量
(m

3)
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試行マッチング実現事例

《搬出側（公共）》
地方公共団体が発注した下水道管
渠築造工事

《搬入側（民間）》
解体工事の地下室撤去埋め戻し
材として利用

約7,100m3利用

利用時期：平成28年8月

【登録条件】
登録土量：24,664㎥
土工期：2015年2月～2015年7月※

土質区分：第２種建設発生土
※掘削時の工期であり、その後仮置場に存置

【登録条件】
登録土量： 14,000㎥
土工期： 2016年07月～2016年10月
土質区分：第３種建設発生土

■公共工事からの建設発生土を民間工事の埋め戻し材として使用
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建設発生土官民有効利用試行マッチング

【運用マニュアル（案）の概要】

・民間工事と公共工事の間で建設発生土を土砂代無料で有効利用（工事間利用）。

［公共工事］
・公共工事間での利用調整を優先し、公共工事間で利用調整できない工事を対象

に民間工事と利用調整（官民マッチング）を実施。
・官民マッチングの決定者は、工事発注者。

［民間工事］
・自社受注工事間の利用調整を優先し、利用調整できない工事を対象に、公共工事

及び民間他社受注工事との利用調整を積極的に実施。
・官民マッチングの決定者は、工事受注者（元請け）。発注者指定の場合を除く。

［対象者の登録基準］
・民間機関の参加登録基準は、原則として国及び地方自治体の工事入札参加資格

保有者とする。（公共工事入札参加資格保有者）
・上記以外に、工事発注者，工事受注者も対象工事ごとの登録が可能

茨城県における２０年目の建設発生土ストックヤード事業

茨城県は平成8年4月～に、公共工事から発生する建設発生土のリ

サイクルを推進するために茨城県建設技術管理センター～内に「建設
副産物リサイクル事業部」を設定し、ストックヤードの設置と管理運営
を県から委託～。

「仮置型ストックヤード」は、発生土工事と不足土工事の公共工事間
利用でタイミングや土質等が合わない場合に一時仮置き（搬入）して、
その後不足土工事へ搬出するものである。

「受入型ストックヤード」は、公共事業において土砂を大量に必要と
する事業予定地に直接土砂を集積するものである。

平成26年までに56箇所のうち27箇所の受入型ストックヤードを開設
することで、約470万m3の土砂を受入れ、建設発生土のリサイクル促
進に大きく貢献してきた。

今後も県内全域で発生土工事が続くことにより、仮置型ストックヤー
ドでは機能を果たせなくなるため、仮置型から受入型へ転換しなけれ
ばならない時期を迎えている。

地域の実情を踏まえた取組み（建設発生土）
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